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⿊ボク⼟層と微粒炭からみた⽇本の⼈為的⽕災史と植⽣変遷 
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1 はじめに 
 

過去約 100 万年間の気候は，寒冷な氷期（約 9 万
年間）と温暖な間氷期（約 1 万年間）が約 10 万年
周期で繰り返されてきた 1)．現在は約 1.17 万年前
から続く間氷期にあたり，直前の氷期（約 7 万〜
1.17 万年前）は最終氷期と言われる．人類は約 4 万
年前の最終氷期に日本列島に到達し，約 1.5 万年前
から土器を利用するようになり，約 1.17 万年前以
降に活動が活発化した．日本の考古学的時代区分で
は，約 1.5 万年前を境に旧石器時代から縄文時代へ
と移行し，地質学的には約 1.17 万年前以前を更新
世，それ以降を完新世と区分する． 

約 1 万年前から続く日本の温暖で湿潤な気候下で
は，高山帯や風衝地を除くほとんどの場所で植生は
何らかの攪乱がない限り森林へと遷移する．そのよ
うな環境下において，近世以降の村落周辺は肥料や
秣，屋根材となるカヤの採取を目的とした採草地や
放牧地等に利用され，多くの草地が広がっていた 2)．
しかし，戦後に野草利用が急速に減少し，草地面積
が縮小すると，草原性の昆虫や草本植物の中には個
体数を著しく減らす種が現れた 3)．現在でもまとま
った草地が残る阿蘇外輪山や霧ヶ峰高原等は，多く
の希少種が生息・生育する生物多様性保全上重要な
場所となり 3)，行政や⼤学，市⺠団体などにより草
刈り等の保全活動が行われるようになった 4)． 

日本の草原性の希少種の多くは，自然草原が広が
っていた氷期に⼤陸から渡ってきた⼤陸系遺存種で，
約 1 万年前以降温暖化し，森林化がすすむなか，人
が維持した草地がそれらのレフュジアとして機能し
てきたと考えられている 3),5)．そうだとすれば，草
原性の希少種は，約１万年前以降，人によって維持
された草地に⼤きく依存して存続してきたことにな
るが，人がいつから何を目的に草地維持活動を行っ
てきたかは十分に解明されていない． 

近年，先史時代以降の草地の歴史を把握する手が 
かりとして，日本の土壌の⼀つである⿊ボク土（⿊

色土）が注目されている 3),6),7)．⿊ボク土は多量の
有機物を含む⿊色の土壌で，その厚さは 1 m を越え
ることもある．主に火山山麓に分布し，国土の約
17％を占める 8)．⿊ボク土層は，火山灰等テフラ物
質を⺟材として，湿潤かつ温暖な気候と草原的植生
下で生成されてきたと考えられている 9)．これまで
各地の⿊ボク土層に含まれる植物珪酸体 9)やヒュー
ミン 10)が分析されてきた結果，⿊ボク土に含まれ
る有機物の多くが草本植物起源であることが明らか
になった．また，⿊ボク土には植物の燃焼によって
生成される A 型腐植酸が含まれることや，微粒炭と
呼ばれる細かな炭が多量に含まれることが明らかに
なり，多くの場合，⿊ボク土は火によって維持され
た草原的植生下で生成されてきたと考えられるよう
になった 8)．完新世以降の日本の湿潤な気候下では
自然発火が継続的に起こることは考えにくいことか
ら，こうした火災は主に人為によるものと考えられ
ている．そして，各地の⿊ボク土層およびそれに含
まれる植生珪酸体の産状から植生史 9),11)〜13)が，ま
た，⿊ボク土層の産状から草地の歴史 10),14) 〜17)が
推察されてきた． 

⼀方，火山が少なく，⿊ボク土の分布が少ない⻄
日本では，草地を維持した要因のひとつと考えられ
る林野火災の履歴が，湖沼堆積物や陸上の土壌に含
まれる微粒炭を分析することで復元されてきた 18)〜22)．近
年では，保全活動が行われている草地の成立および
維持の過程を明らかにする目的で，草地下の土壌を
対象に微粒炭や植物珪酸体が分析されるようになっ
た 23)〜33)．微粒炭は全国各地の湿地堆積物を対象に
した花粉分析でも検出されてきた 34)〜38)．湖沼や湿
地の堆積物に含まれる微粒炭は集水域の火災を 18)，
陸上土壌に含まれる微粒炭はより近傍の火災をそれ
ぞれ反映し 22)，完新世以降の微粒炭の増加は主に
人為的火災に起因すると考えられている 10),18),21)． 

それでは，こうした土壌調査から，先史時代以降
日本の草地はどのように変遷してきたと考えられる
のだろうか．本稿では，⿊ボク土層および微粒炭に
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関する既往研究を整理し，日本における草地維持活
動の開始とそれに伴う草地景観の形成を概観するこ
とを目的とする．具体的には，各地の⿊ボク土層の
生成開始期と産状から，人為的火災の発生開始時期
と完新世以降の草地の継続性を検討する．さらに，
⿊ボク土層と植物珪酸体の産状が分析された地点に
おける植生変遷を基に，⿊ボク土分布域での人為的
火災の発生に伴う植生変化を把握する．加えて，微
粒炭の増加期に着目し，主として非⿊ボク土分布域
における人為的火災の発生開始時期とそれに伴う植
生変化について検討する．これらの結果から，完新
世初頭から草地が継続的に維持されてきた可能性の
ある地域を示すとともに，今後の研究課題を論じる．  
 
2 ⿊ボク⼟層からみた⼈為的⽕災の発⽣開
始時期 
 
 ⿊ボク土層の生成開始期に関する既往研究を整理
した結果，これまでに 40 か所で⿊ボク土層の産状
が分析されており，その分布は東日本に多い（図 1，
附表 1）．旧石器時代にあたる約３万〜2.3 万年前か
ら⿊ボク土層が生成されていたと推察される場所は，
東京都高井⼾（図 1-23），東京都野川（図 1-24），
神奈川県古淵 B 遺跡（図 1-25），静岡県愛鷹山麓
（図 1-32），熊本県高尾野（図 1-39），宮崎県⼤岩

田町（図 1-40）の６か所であった．このうち高尾
野は阿蘇外輪山に位置する．これらの地域は最終氷
期においても比較的温暖であり，人間活動の開始と
ともに⿊ボク土が生成されたと考えられている 9),11)．ま
た，⿊ボク土層が縄文早期（約 1.15 万〜7000 年前）
あるいは縄文前期（約 7000〜5500 年前）から生成
されていたと推察される場所は 20 か所，縄文中期
（約 5500〜4400 年前）または縄文後期（約 4400
〜3300 年前）から生成されていたと推察される場
所は 11 か所であり，これらの結果は東日本では完
新世の始まりに伴い草地的環境が拡⼤したことを示
唆している．⿊ボク土層が弥生〜平安時代（3300
年前頃〜1184 年）にかけて生成されていたと推察
される場所は 3 か所であり，これらは農耕や牧畜等
のより新しい人為的な影響を反映している可能性が
ある． 
 以上の結果は，関東・東海・九州地方では約３万年
前から，東日本では完新世前半に，草地維持活動が
広範囲で開始されたことを示唆する． 
 
3 ⿊ ボ ク ⼟ 層 か ら み た ⼈ 為 的 ⽕ 災 と 植
⽣変化  
 
 ⿊ボク土層と植物珪酸体の産状が分析された既往
研究を整理したところ，北海道源武（図 1-1），美

 
図 1 各地の⿊ボク土層の生成開始期 

数字は附表 1 に対応する．⿊ボク土の分布は国土数値情報 50 万分の 1 土地分類基本調査（GIS データ）による． 
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留和（図 1-2），計根別（図 1-3），青森県三内丸山
遺跡（図 1-4），古屋敷（図 1-５），岩手県小岩井
（図 1-8），静岡県愛鷹山麓（図 1-32）および長野
県広原遺跡（図 1-36）の８地点において黒ボク土
層と植物珪酸体の産状が調べられていた（附図１）．
このうち，三内丸山遺跡および広原遺跡では近隣で
花粉分析が行われていた．源武，愛鷹山麓，広原遺
跡では約 4～3 万年前以降の土壌試料が，計根別，
三内丸山遺跡では縄文草創期以降の土壌試料が，美
留和，古屋敷，小岩井では縄文早期以降の土壌試料
がそれぞれ分析されている．前述したように，愛鷹
山麓では約 3 万年前から黒ボク土層の生成が認めら
れるのに対し，それ以外の場所では縄文早期・前期
以降に黒ボク土層が生成していた．また，源武，美
留和，計根別，古屋敷，小岩井，広原遺跡では黒ボ
ク土層が縄文早期・前期の層から地表まで継続的に
堆積している一方，三内丸山遺跡および愛鷹山麓で
は縄文早期・前期の層から地表までの間に褐色森林
土層が１枚あるいは複数枚堆積していた． 
 植物珪酸体と花粉分析の結果に基づき，各地の植
生変遷は以下のように推察されている．源武，美留
和，計根別では旧石器時代にはイチゴツナギ亜科と
針葉樹が混在する草原が成立していたが，縄文早期
以降になるとイチゴツナギ亜科とササ属を主体とし
た草原に変化した 9)．三内丸山遺跡では縄文草創期
以降，タケ亜科（ササ属）を林床に伴うコナラ亜属
を主とする落葉広葉樹林が成立していたが，6000
年前頃になると非タケ亜科による疎林に変化した 12)．古
屋敷では 1 万年前頃からススキなどキビ亜科とササ
が混生する草原が成立し 9)，小岩井では同時期以降
ススキなどキビ亜科が優勢な草原が成立した 9)．愛
鷹山麓では約 3 万年前以降メダケ属（ネザサ類）が
優占する草原が成立した 9)．広原遺跡では約 3 万年
前以降，被植がまばらな裸地的環境が広がっていた
が，約 1 万年前以降になると，ササ属を優勢とし，
キビ亜科（ススキ属）やイチゴツナギ亜科（ノガリ
ヤス属など）が混在する疎林へと変化した 13)． 
 これらの結果は，最終氷期の東日本には針葉樹が
混在する草原や落葉広葉樹林が分布していたが，草
地維持活動の開始に伴い，関東・東海地方等ではネ
ザサ草地が成立し，それ以外の地域ではキビ亜科，
ササ属，イチゴツナギ亜科から構成される草地ある
いは疎林に変化したことを示している．また，東日
本の黒ボク土分布域には，完新世初頭以降継続して

維持されてきた草地が存在する可能性があることが
示唆される． 
 
4 微粒炭からみた人為的火災の発生開始時期 
 
 微粒炭分析を行った既往研究を整理したところ，
黒ボク土の分布が少ない西日本を中心に 27 か所で
微粒炭分析が実施されていた．その内訳は，湖底堆
積物を対象にした地点が 3 か所，湿地堆積物を対象
にした地点が 8 か所，陸上土壌を対象にした地点が
16 か所であった（図 2，附表 2）．陸上土壌を対象
にした 16 か所のうち 12 か所は現在保全活動が行わ
れている草地であった． 
湖底堆積物についてみると，琵琶湖（図 2-1）で

は約 13 万年前以降の堆積物が，琵琶湖の内湖のひ
とつ曽根沼（図 2-2）では約 3 万年前以降の堆積物
が，また京都盆地の深泥池（図 2-3）では 1.3 万年
前以降の堆積物が分析されており，いずれも縄文早
期以降の層準から微粒炭の増加が認められている．
一方，湿地堆積物についてみると，千葉県五駄沼谷
（図 2-4）では約 2.6 万年前以降の堆積物に微粒炭
が多く含まれていた．また，神奈川県王子ノ台（図
2-5），長野県逆谷地湿原（図 2-6），兵庫県八丁平
（図 2-7），島根県沼原湿原（図 2-8），宇生賀湿原
（図2-9），高知県具同低湿地（図2-10），熊本県千
町無田（図 2-11）では，いずれも縄文早期から前
期の層準以降で微粒炭の増加が確認されている．  
陸上土壌を対象とした分析結果をみると，縄文早

期から前期の層準以降に微粒炭の増加が認められる
地点として，青森県三内丸山遺跡（図 2-12），大矢
沢野田遺跡（図 2-13），長野県広原遺跡（図 2-16），
滋賀県新旭町（図 2-17），熊本県大観峰（図 2-24），
狩尾（図 2-25）があげられる．一方，縄文中期か
ら後期の層準以降に微粒炭が増加している地点には，
長野県霧ヶ峰高原（図 2-15），熊本県波野（図 2-
26），河原第三遺跡（図 2-27）が含まれる．これら
のうち，大観峰，狩尾，波野，河原第三遺跡は阿蘇
外輪山に位置する．さらに，弥生時代から江戸時代
にかけての層準で微粒炭の増加が認められる地点と
して，神奈川県仙石原（図 2-14），兵庫県神鍋高原
（図 2-18），砥峰高原（図 2-19），奈良県曽爾高原
（図 2-20），和歌山県生石高原（図 2-21），山口県
大シブリドリーネ（図 2-22），真名ヶ岳ドリーネ
（図 2-23）があげられる． 
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関する既往研究を整理し，日本における草地維持活
動の開始とそれに伴う草地景観の形成を概観するこ
とを目的とする．具体的には，各地の黒ボク土層の
生成開始期と産状から，人為的火災の発生開始時期
と完新世以降の草地の継続性を検討する．さらに，
黒ボク土層と植物珪酸体の産状が分析された地点に
おける植生変遷を基に，黒ボク土分布域での人為的
火災の発生に伴う植生変化を把握する．加えて，微
粒炭の増加期に着目し，主として非黒ボク土分布域
における人為的火災の発生開始時期とそれに伴う植
生変化について検討する．これらの結果から，完新
世初頭から草地が継続的に維持されてきた可能性の
ある地域を示すとともに，今後の研究課題を論じる．  
 
2 黒ボク土層からみた人為的火災の発生開
始時期 
 
 黒ボク土層の生成開始期に関する既往研究を整理
した結果，これまでに 40 か所で黒ボク土層の産状
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されていたと推察される場所は 20 か所，縄文中期
（約 5500～4400 年前）または縄文後期（約 4400
～3300 年前）から生成されていたと推察される場
所は 11 か所であり，これらの結果は東日本では完
新世の始まりに伴い草地的環境が拡大したことを示
唆している．黒ボク土層が弥生～平安時代（3300
年前頃～1184 年）にかけて生成されていたと推察
される場所は 3 か所であり，これらは農耕や牧畜等
のより新しい人為的な影響を反映している可能性が
ある． 
 以上の結果は，関東・東海地方および九州南部で
は約３万年前から，東日本では完新世前半に，草地
維持活動が広範囲で開始されたことを示唆する． 
 
３  黒ボク土層からみた人為的火災と植生
変化 
 
 黒ボク土層と植物珪酸体の産状が分析された既往
研究を整理したところ，北海道源武（図 1-1），美

 
図 1 各地の黒ボク土層の生成開始期 

数字は附表 1 に対応する．黒ボク土の分布は国土数値情報 50 万分の 1 土地分類基本調査（GIS データ）による． 
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これらの結果は，⻄日本においても完新世初頭以
降，広い範囲で人為的火災が発生し，琵琶湖⻄岸，
阿蘇外輪山など完新世前半での人為的火災の発生が
確認できる地点もあったが，東日本に比較するとそ
の分布規模は限られ，弥生時代以降に草地維持活動
が広がったことを示唆する． 
 
5 微粒炭からみた⼈為的⽕災と植⽣変化 
 
 それでは，陸上の土壌で微粒炭が分析された地点
では人為的火災の開始に伴い植生はどのように変化
してきたと考えられているのだろうか．微粒炭と植
物珪酸体の分析を行った既往研究を整理したところ，
仙石原，神鍋高原，砥峰高原，曽爾高原，生石高原，
⼤シブリドリーネ，真名ヶ岳ドリーネ，狩尾，波野，
河原第三遺跡の 10 か所で両者の分析が行われてい
た（附図 2）．このうち砥峰高原，曽爾高原，阿蘇
外輪山では近隣で花粉分析も行われていた．これら
の研究結果から，各地の植生変遷とその要因につい
て以下のように推察されている．仙石原では，800
年前頃までに火入れを伴う人為的影響を受けるよう
になり，ネザサ節が優占する疎林からススキ属が卓
越する疎林へと変化した 28)．神鍋高原では，約 1 万

〜8000 年前には林床にササ属を伴う森林が成立し
ていたが，約 8000 年前以降に火災が発生するよう
になり，メダケ属が優占する疎林へと移行し，さら
に約 2000 年前以降には現在のような火入れが行わ
れ，ススキ草原が形成・維持されている 30)．砥峰
高原では，約 5000 年前には林床にササ属を伴う冷
温帯落葉広葉樹林が成立していたが，1500 年前頃
以降に火入れが行われるようになり，次第にススキ
が優占する疎林へと変化した 30)．曽爾高原では，
約 7000 年前には林床にメダケ属やササ属を伴う暖
温帯性の針広混交林が成立していたが，約 1000 年
前以降，火入れが定期的に行われるようになり，ス
スキ原が成立し，現在まで維持されてきた 30)．生
石高原では，2000 年前頃にはススキ属やメダケ属
を伴う疎林であったが，900〜400 年前頃にかけて
主に刈取りによりススキ草原へと推移した 31)．⼤
シブリドリーネでは，林床にササ属が生育する森林
が存在していたが，300 年前頃以降，火災など人為
的攪乱の影響により，ススキ属，ネザサ節，シバ属
などからなる草原が形成された 29)．真名ヶ岳ドリ
ーネでは，2000 年前頃には林床にササ属を伴う暖
温帯性の針広混交林が成立していたが，7 世紀半ば
以降に刈取りと低頻度の火入れが行われるようにな

 

図 2 各地の微粒炭の増加期 
数字は附表 2 に対応する．□は湖沼や湿地を示す． 

⿊ボク土の分布は国土数値情報 50 万分の 1 土地分類基本調査（GIS データ）による． 
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り，ススキ属やネザサ節が優占する疎林が拡⼤した 32)．
狩尾では 1 万 3000 年前頃にはササ属が優占する疎
林が成立していたが，7300 年前頃の喜界アカホヤ
火山灰の降灰前から火災が増加し，メダケ属が優占
する疎林へと変化した 27)．波野では 3 万年前頃以
降，寒冷でササ属が優占する疎林が成立していたが，
1 万 3000 年前頃の⼤量の火山灰の降灰以降に火災
が増加し，ススキ属が優占する疎林へと変化した 27)．河
原第三遺跡でも約 3 万年前以降は寒冷でササ属が優
占する疎林であったが，アカホヤ火山灰の降灰後に
火災が増加し，ネザサ節を含むメダケ属が優占する
疎林へと変化した 27)． 

 これらの結果は，⻄日本でも最終氷期には寒冷で
疎林が広がっていたが，完新世以降に森林化が進行
し，草地維持活動が開始された地域から，メダケ属
（ネザサ節），ススキ属，シバ属が生育する草地あ
るいは疎林が形成されてきたことを示している．ま
た，先史時代の草地の維持要因としては，火災の他
に火山灰の降灰が影響した可能性も指摘される．さ
らに，⻄日本でも阿蘇のように，完新世初頭から継
続して維持されてきた草地が存在する可能性が示唆
される． 
 
6 まとめ 
 
 以上から，日本における草地維持活動の開始とそ
れに伴う草地景観の成立は以下のように整理される．
最終氷期の日本列島には針葉樹や落葉広葉樹が混在
する自然草原が多い環境が広がっていたが，約 3 万
年前から東海・関東地方では草地維持活動が始まり，
ネザサ節を主体とする草地が拡⼤した．完新世前半
になると，東日本では広範囲に草地維持活動が始ま
り，キビ亜科，ササ属，イチゴツナギ亜科から構成
される草地が拡⼤した．⻄日本でも完新世以降に草
地維持活動が始まったが，その分布規模は東日本に
比べ小さく，弥生時代以降に草地維持活動が始まっ
た場所が多かった．⻄日本で草地維持活動が行われ
た地域ではネザサ節，ススキ属，シバ属を主体とす
る草地が形成された．このような地域差を踏まえる
と，完新世初頭から近年まで維持されてきた草地は
東日本に多い可能性がある．草地は疎林として維持
される場合も多かったが，時代とともに火入れや刈
取り頻度が高まるにつれて，ススキ属が優占する草
地へと遷移した．  

ところで，⿊ボク土層および微粒炭から推察され

る草地維持活動の開始期は，三内丸山遺跡，霧ヶ峰
高原，広原遺跡，滋賀県新旭町では⼀致しているも
のの，阿蘇外輪山では両者の推定時期が異なってい
る．阿蘇外輪山では，⿊ボク土層の産状からは約 3
万年前から草地維持活動が始まった可能性が示唆さ
れる⼀方，微粒炭および植物珪酸体の分析結果から
は約 1 万年前以降に草地維持活動が始まったと考え
られている．こうした相違はこの分野の研究がなお
発展途上にあることを示すものであり，今後はこう
した相違が生じる要因について検討を進める必要が
ある．また，今後⿊ボク土分布域における草地の歴
史をより精確に解明するためには，⿊ボク土層の産
状の把握に加え，微粒炭および植物珪酸体の分析を
併用し，草地維持活動の開始期とそれに伴う植生変
化を多角的に検証する必要がある． 
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シブリドリーネでは，林床にササ属が生育する森林
が存在していたが，300 年前頃以降，火災など人為
的攪乱の影響により，ススキ属，ネザサ節，シバ属
などからなる草原が形成された 29)．真名ヶ岳ドリ
ーネでは，2000 年前頃には林床にササ属を伴う暖
温帯性の針広混交林が成立していたが，7 世紀半ば
以降に刈取りと低頻度の火入れが行われるようにな

 
図 2 各地の微粒炭の増加期 

数字は附表 2 に対応する．□は湖沼や湿地を示す． 
黒ボク土の分布は国土数値情報 50 万分の 1 土地分類基本調査（GIS データ）による． 

 

旧石器時代
縄文時代早期・前期
縄文時代中期・後期
弥生時代～現在
黒ボク土

11

7
17

21

27
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附表 1 各地の⿊ボク土層の生成開始期 

 調査地点 
黒ボク土層成

開始期(年前) 

文献 

番号 

1 北海道安平町源武 9000 9 

2 北海道弟子屈町美留和 10000 9 

3 北海道中標津町計根別 11000 9 

4 青森県青森市三内丸山遺跡 5700 12 

5 青森県三戸町古屋敷 9000 9 

6 青森県三戸町赤坂 9000 9 

7 岩手県久慈市 8600 15 

8 岩手県雫石町小岩井 9000 9 

9 岩手県岩泉町早坂高原 5500 15 

10 宮城県蔵王町土浮山 1180-980 10 

11 秋田県象潟町川袋 3594-3394 10 

12 山形県山形市神尾 4890-4650 10 

13 山形県村山市清水 3470-3230 10 

14 山形県村山市大淀 5630-5350 10 

15 山形県尾花沢市横内 5310-5070 10 

16 山形県尾花沢市袖原 4000-3760 10 

17 山形県朝日村下田沢 4890-4650 10 

18 山形県大石田町追分 7120-6900 10 

19 山形県高畠町前田 7770-7490 10 

20 山形県高畠町立石 5470-5230 10 

21 福島県会津若松市赤井 7260-6940 10 

22 福島県北塩原村土合 6360-5940 10 

23 東京都杉並区高井戸 29000 9 

24 東京都調布市野川 29000 9 

25 神奈川県相模原市古淵 B 遺跡 29000 9 

26 新潟県新発田市小国谷 7750-7410 10 

27 新潟県小千谷市芋坂 2540-2260 10 

28 新潟県上越市江口 6400-6140 10 

29 新潟県胎内市関沢 4270-4050 10 

30 新潟県津南町十二ノ木 2540-2260 10 

31 富山県福光町梅野 4520-4240 10 

32 静岡県沼津市愛鷹山麓 32000 11 

33 長野県上田市菅平高原＊ 4430 10 

34 長野県岡谷市本沢川 12080-11820 16 

35 長野県茅野市霧ヶ峰高原＊ 5100 17 

36 長野県長和町広原遺跡 10500 13 

37 滋賀県高島市新旭町 1 万数千 22 

38 奈良県曽爾村曽爾高原＊ 7000 30 

39 熊本県大津町高尾野 30000 9 

40 宮崎県都城市大岩田町 23000 14 

No.は図 1 に対応する．＊は現在保全活動が行われて
いる草地を示す． 

 

附表 2 各地の微粒炭の増加期 

 調査地点 
分析     

対象 

微粒炭増加

期(年前) 

文献  

番号 

1 滋賀県高島市琵琶湖 湖 10000 18 

2 滋賀県彦根市曽根沼 湖 13000 19 

3 京都府京都市深泥池 池 13000-7300 21 

4 
千葉県野田市中里(五駄

沼谷) 
湿 26000 35 

5 神奈川県平塚市王子ノ台 湿 5720-5140 36 

6 長野県長野市逆谷地湿原 湿 10000 38 

7 兵庫県丹波篠山市八丁平 湿 10000-8000 20 

8 島根県津和野町沼原湿原 湿 8500 34 

9 山口県阿武町宇生賀湿原 湿 6600 20 

10 高知県中村市具同低湿地 湿 10000 37 

11 熊本県阿蘇市千町無田 湿 6000 27 

12 
青森県青森市三内丸山遺

跡 
陸 5650 39 

13 
青森県青森市大矢沢野田

遺跡 
陸 5090-5010 39 

14 神奈川県箱根町仙石原＊ 陸 1000 28 

15 
長野県茅野市霧ヶ峰高原
＊ 

陸 5100 33 

16 長野県長和町広原遺跡 陸 10500 40 

17 滋賀県高島市新旭町 陸 1 万数千 22 

18 兵庫県豊岡市神鍋高原＊ 陸 2000 30 

19 兵庫県神河町砥峰高原＊ 陸 1500 30 

20 奈良県曽爾村曽爾高原＊ 陸 1000 30 

21 
和歌山県有田川町生石高

原＊ 
陸 20 31 

22 
山口県美祢市秋吉台大シ

ブリドリーネ＊ 
陸 300 29 

23 
山口県美祢市秋吉台真名

ヶ岳ドリーネ＊ 
陸 1400 32 

24 熊本県阿蘇市大観峰＊ 陸 10000 23 

25 熊本県阿蘇市狩尾＊ 陸 7000 27 

26 熊本県阿蘇市波野＊ 陸 5000 27 

27 
熊本県西原村河原第三遺

跡＊ 
陸 4000 27 

No.は図 2 に対応する．□は湖沼・湿地堆積物を対象と 
した地点，分析対象の「湖」「池」は湖底堆積物，「湿」 
は湿地堆積物，「陸」は陸上土壌を示す， 
＊は現在保全活動が行われている草地を示す．  
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  附図 2 各地の微粒炭と植物珪酸体の産状，近隣の花粉分析結果 
数字は附表 2 の No.に対応する．No.14 は高岡・吉田（2011）28)，No.18・19・20 は林ほか（2024）30)，No.21 は
井原ほか（2025）31)，No.22 は渡邉ほか（2018）29)，No.23 は渡邉ほか（2025）32)，No.25 は佐々⽊（2011）27)，
No.26 の植物珪酸体は宮縁・杉山（2006）24)，微粒炭は佐々⽊（2011） 27)，No.27 の植物珪酸体は宮縁・杉山
（2008）25)，微粒炭は佐々⽊（2011）27)による．三野，内牧，千町無田の花粉分析結果は佐々⽊（2011）27)によ
る．＊は現在保全活動が行われている草地を示す． 
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附図 2 各地の微粒炭と植物珪酸体の産状，近隣の花粉分析結果
数字は附表 2 の No.に対応する．No.14 は高岡・吉田（2011）28)，No.18・19・20 は林ほか（2024）30)，No.21 は
井原ほか（2025）31)，No.22 は渡邉ほか（2018）29)，No.23 は渡邉ほか（2025）32)，No.25 は佐々木（2011）27)，
No.26 の植物珪酸体は宮縁・杉山（2006）24)，微粒炭は佐々木（2011） 27)，No.27 の植物珪酸体は宮縁・杉山
（2008）25)，微粒炭は佐々木（2011）27)による．三野，内牧，千町無田の花粉分析結果は佐々木（2011）27)によ
る．＊は現在保全活動が行われている草地を示す．
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